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※この広報誌は共同募金の一部を充てて発行しています。 ○広告掲載を希望する企業や商店はご連絡ください。（℡ 22-3400）

　地域課題への取り組みと、地域福祉の推進のため開催し
た岩泉町社会福祉大会では町内の多くの福祉関係者が集ま
りました。
　また、町社協いずみの里の「里っこまつり」も併せて開
催し会場は賑わいました。詳しくは次のページでお知らせ
します。

町社会福祉大会・町老人クラブ大会… ２〜3
町の福祉のコーナー…………………… 4〜5
地域福祉活動計画……………………… 6〜9
お知らせ……………………………… 10〜1２

町社会福祉大会・町老人クラブ大会

主な内容

認知症について正しく学び、地域で暮らす

特別公演　気仙ボケ一座の皆さん
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第
33
回
岩
泉
町
社
会
福
祉
大
会
・

第
42
回
岩
泉
町
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

岩
泉
町
社
会
福
祉
大
会
長
表
彰

�

（
会
長
　
植
村
　
敏
幸
）

社
会
福
祉
事
業
功
労
者

【
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
】

　
多
年
に
わ
た
り
、地
域
福
祉
の
増
進
に
寄
与
し
、

社
会
福
祉
事
業
の
推
進
に
功
績
が
顕
著
な
者

安
　
藤
　
勝
　
夫
（ （
福
）
町
社
会
福
祉

協
議
会
理
事
）

【
社
会
福
祉
団
体
役
員
】

上
　
舘
　
長
十
郎
（ 

町
社
会
福
祉
協
議
会

小
川
支
部
副
支
部

長
）

【
民
生
委
員
児
童
委
員
】

佐
々
木
　
利
　
和
（
大
川
・
本
町
）

【
社
会
福
祉
に
貢
献
し
た
個
人
・
団
体
】

（
福
）
町
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員

中
　
村
　
富
士
夫
（ 

民
生
委
員
児
童
委
員

（
岩
泉
地
区
））

新
　
屋
　
絹
　
子
（ 

民
生
委
員
児
童
委
員

（
大
川
地
区
））

柿
　
本
　
き
ゑ
子
（ 

町
社
会
福
祉
協
議
会

有
芸
支
部
役
員
（
監

事
））

祝
井
澤
口
　
文
雄
（ 

民
生
委
員
児
童
委
員

（
安
家
地
区
））

中
　
村
　
　
　
廣
（ 

民
生
委
員
児
童
委
員

（
小
川
地
区
））

永
年
勤
続
功
労
者
表
彰

【
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
】

　
多
年
に
わ
た
り
、
社
会
福
祉
事
業
に
従
事
し
た

者

三
　
上
　
善
　
文
（ 

福
）
町
社
会
福
祉
協

議
会
通
所
介
護
事
業

所

藤
　
田
　
　
　
満
（ 

福
）
町
社
会
福
祉
協

議
会
い
ず
み
の
里

90
歳
の
在
宅
高
齢
者
介
護
者
表
彰

阿
　
部
　
祐
　
三
（
岩
泉
字
村
木
）

三
　
上
　
幸
　
子
（
岩
泉
字
三
本
松
）

柳
　
畑
　
正
　
勝
（
岩
泉
字
三
本
松
）

阿
　
部
　
　
　
京
（
岩
泉
字
夏
節
）

菅
　
野
　
広
　
子
（
門
字
日
影
名
目
利
）

竹
　
花
　
祝
　
男
（
穴
沢
字
大
宮
内
）

90
歳
元
気
高
齢
者
表
彰

有
　
原
　
ウ
メ
ノ
（
二
升
石
字
中
田
）

佐
々
木
　
良
　
子
（
二
升
石
字
西
原
）

上
　
野
　
清
　
身
（
尼
額
字
細
入
）

八
重
樫
　
政
　
二
（
岩
泉
字
下
宿
）

八
重
樫
　
榮
　
子
（
岩
泉
字
村
木
）

熊
　
谷
　
絹
　
江
（
岩
泉
字
中
家
）

　11月11日（金）岩泉町民会館を会場に『お互いに支え合うやさしい
まちづくりの実現に向けて』を大会テーマとし開催しました。この大
会では特別公演に大船渡市から「気仙ボケ一座」を招き「広げよう！
ボケ（認知症）への理解」について、ユーモアを交えながら認知症へ
の理解について演劇を通じて公演いただきました。
　また、式典では多年にわたり町の社会福祉、老人クラブ及び共同募
金運動の発展に寄与された方々へ表彰状や感謝状を贈呈し、受賞者、
来賓及び一般参加の約350名の皆さんが地域福祉推進に向けて結束を
深めました。
　表彰を受けられた方々は次のとおりです。（敬称略）
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堀
　
籠
　
チ
サ
子
（
岩
泉
字
土
橋
）

熊
　
谷
　
熹
　
慧
（
岩
泉
字
太
田
）

熊
　
谷
　
朋
　
子
（
岩
泉
字
太
田
）

小
田
野
　
ヒ
　
サ
（
岩
泉
字
惣
畑
）

佐
々
木
　
ト
　
ク
（
岩
泉
字
惣
畑
）

前
　
川
　
ミ
　
チ
（
岩
泉
字
惣
畑
）

工
　
藤
　
仁
　
平
（
岩
泉
字
本
田
）

佐
々
木
　
ミ
ヨ
サ
（
岩
泉
字
小
林
）

植
　
村
　
保
　
彦
（
岩
泉
字
新
町
）

遠
　
藤
　
キ
　
エ
（
浅
内
字
上
糸
坪
）

田
　
鎖
　
ヨ
　
ネ
（
浅
内
字
上
野
）

弓
　
川
　
雄
　
幸
（
浅
内
字
上
野
）

下
　
留
　
石
　
男
（
門
字
中
瀬
）

竹
　
花
　
ユ
　
リ
（
門
字
名
目
入
）

千
　
葉
　
ユ
　
キ
（
門
字
日
影
名
目
利
）

佐
々
木
　
ミ
　
カ
（
門
字
救
沢
）

畠
　
山
　
仁
　
吉
（
門
字
上
平
）

深
　
持
　
　
　
清
（
門
字
上
平
）

竹
　
花
　
清
　
江
（
穴
沢
字
礫
）

佐
々
木
　
時
　
治
（
岩
泉
字
三
本
松
）

近
　
藤
　
ミ
ド
リ
（
岩
泉
字
三
本
松
）

三
田
地
　
喜
　
一
（
岩
泉
字
森
の
越
）

畠
　
山
　
修
　
治
（
袰
綿
字
関
屋
）

佐
々
木
　
久
　
造
（
釜
津
田
字
八
重
沢
）

三
　
浦
　
マ
　
キ
（
小
本
字
上
中
野
）

加
　
藤
　
レ
　
ヱ
（
小
本
字
下
中
野
）

石
　
黒
　
カ
ツ
エ
（
小
本
字
南
中
野
）

小
　
成
　
ハ
　
ツ
（
中
島
字
長
内
）

千
　
葉
　
長
　
命
（
中
島
字
中
島
）

佐
々
木
　
　
　
勇
（
袰
野
字
宮
本
）

深
　
戸
　
仁
　
平
（
小
本
字
大
牛
内
）

小
　
向
　
正
五
郎
（
安
家
字
松
ケ
沢
）

橋
　
場
　
雄
　
策
（
安
家
字
松
林
）

川
　
戸
　
善
　
喜
（
安
家
字
日
蔭
）

向
川
戸
　
六
太
郎
（
安
家
字
茂
井
）

小
野
寺
　
ツ
キ
ヨ
（
安
家
字
高
須
賀
）

黒
　
田
　
順
　
子
（
上
有
芸
字
道
の
下
）

楢
　
山
　
マ
　
キ
（
下
有
芸
字
立
石
）

岩
泉
町
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
長
表
彰

�

（
会
長
　
石
垣
　
正
雄
）

会
長
表
彰

　
永
年
に
わ
た
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
等
そ
の
育

成
強
化
に
努
め
、
も
し
く
は
金
品
の
寄
贈
、
労
力

の
奉
仕
提
供
等
、
老
人
ク
ラ
ブ
発
展
の
た
め
多
大

の
貢
献
を
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
と
認
め
ら
れ
る

者

安
　
藤
　
ナ
ミ
子
（ 

沢
廻
明
清
老
人
ク
ラ

ブ
）

岩
手
県
共
同
募
金
会
感
謝
状

佐
　
藤
　
裕
　
子
（
奉
仕
者
）

岩
手
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

　
10
月
25
日
（
火
）
北
上
市
さ
く
ら
ホ
ー
ル
で
第

53
回
岩
手
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
に
役
職
員
10
名
で

参
加
し
て
き
ま
し
た
。
表
彰
を
さ
れ
た
個
人
を
紹

介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

老
人
ク
ラ
ブ
育
成
指
導
功
労
者

安
藤
　
勝
夫
（ 

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
副

会
長
）

岩
手
県
社
会
福
祉
大
会

　
10
月
28
日
（
金
）
盛
岡
市
岩
手
県
民
会
館
で
第

75
回
岩
手
県
社
会
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
３
名
の

方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。（
敬

称
略
）

社
会
福
祉
事
業
功
労
者

竹
花
　
純
一
（ （
福
）
町
社
会
福
祉
協
議

会
副
会
長
）

永
年
勤
続
功
労
者

袰
野
　
健
一
（ （
福
）
町
社
会
福
祉
協
議

会
地
域
福
祉
課
長
）

佐
々
木
智
佳
（ （
福
）
町
社
会
福
祉
協
議

会
通
所
介
護
事
業
所
主
査

兼
看
護
師
）

共同募金運動に協力いただ
いた佐藤裕子さん（写真左）

心を込めた商品で来場者を
迎えた『里っこまつり』

028505-01[1-8].indd   3 2022/11/22   10:21



4

2022 年 12 月 1 日　　No.118

町の福祉 敬老記念品贈呈事業　
� 　　～長寿のお祝いをお届け～

第 20 回岩泉町金婚お祝い会　～金婚さんいらっしゃい～

９月は老人クラブ奉仕活動月間　～会員相互の親交も深めた～

　岩泉町敬老記念品実行委員会（岩泉町・町社会福祉協議会）では、９ 月の老人週間にあわせ
て令和 4 年度に米寿（88 歳）121 名、白寿（９９ 歳）7 名および長寿（101 歳以上）９ 名の皆さ
んに対し、これまでの功績に対して感謝の気持ちを込め、祝状と記念品を贈呈しました。

　岩泉町合同金婚式実行委員会（岩泉町・町社会福祉協議会・町老人クラブ連合会）では 10
月 7 日（金）龍泉洞温泉ホテルを会場に金婚お祝い会を 3 年ぶりに開催しました。
　今年度から金婚式から装いを新たに和やかな雰囲気のなか、お祝い会として 3 組 5 名が参加
され皆さんから祝福を受けました。アトラクションでは、中川愛子社中の民謡と川村正光（岩
泉町）さんの南部牛追い歌で会場を盛り上げていただきました。

　９ 月 15 日（木）沢廻明清老人クラブ（安藤勝夫会長）の会員 1９ 名は、当クラブの区域内に
ある岩泉中学校敷地内の樹木の剪定ボランティア活動を行いました。
　コロナ禍でクラブの活動も制限されるなか、3 年ぶりの奉仕活動を通じて会員同士の交流を
図るともに充実感と笑顔がこぼれました。また、町内各老人クラブでも各地域で奉仕活動を展
開し地域奉仕と健康活動を行っています。

結婚当時の思い出を茶目っ気たっぷりに披
露（写真　工藤幸雄・ミヱさん）

手際よく剪
せん

定
てい

を行う
安藤会長

金婚おめでとうございます

すがすがしい
青空の下、
活動する会員
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赤い羽根共同募金活動　～岩泉中学校文化祭で広がる赤い羽根の輪～

キャップハンディースクール体験　～福祉教育の取り組み～

岩泉高校生インターンシップ　～放課後児童クラブの体験から知る・学ぶ～

　９ 月 8 日（木）釜津田小学校（大澤 滋校長）
全児童 7 名を対象に視覚障がい者疑似体験、
妊婦疑似体験を行いました。
　白杖歩行体験した佐々木優さん（2 年）は、

「目の見えない人は大変だと思いました。こ
れから障がいのある人を助けていきたい」。
妊婦体験をした佐藤大空さん（5 年）は「く
つを履いたりするのがとても大変だったし、
寝て起き上がるのがちょっと難しかった」と、
この体験を通じて福祉について考える場とな
りました。

　10 月 22 日（土）岩泉中学校（鈴木 雅孝校長）で行
われた文化祭で応援委員会の生徒 15 名が中心となり、
赤い羽根イベント募金運動を行い、観客や保護者へ募金
を呼びかけました。この募金運動の準備のために応援委
員会の生徒の皆さんが「募金がどのように役立てられて
いるのか」を自ら調べ、自分の学級で発表を行いました。
　また、10 月 31 日（月）から 11 月 4 日（金）の 5 日間、
全校生徒へ募金を呼びかけました。
　募金を届けてくれた応援団長の鈴口巧真さん（3 年）
から「自分の町のために活用してほしい。これからも自
分たちのできることをしたい」と頼もしい言葉がありま
した。

　10 月 25 日（火）から 27 日（木）の 3 日間、岩泉高等学校（藤田 知彦校長）の太田茜さん（2
年）が、いわいずみ放課後児童クラブで就業体験を行いました。これは、自身の将来の進路に
役立てるため学校がインターンシップ『KIZUKI プロジェクト』として実施しているものです。
　クラブ支援員から事業説明を受け、実際に児童と触れ
合った太田さんから「社会福祉協議会で行っているさま
ざまな事業の中で児童分野があることを知り、興味を持
ちました」「将来は児童や高齢者など人を支える仕事を
目指したい」と将来を見据えていました。

疑似体験から学ぶ児童それぞれの「気づき」

大切な募金は町の地域福祉を支えるために活
用します（写真中央から佐々木一眞さん（２ 年）、
鈴口さん、竹花琉希空さん（1 年））

太田さんを囲んで笑顔のクラブっこ

　インターンシップとは、学生が興味のある企業などで実際
に働いたり、訪問したりする職業体験のことです。実際の業
務や働く環境の体験を通じて、業務内容や働くことの理解を
深めることを目的としています
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女性
128人

男性
112人

無回答
5人

問
１　
あ
な
た
の
性
別
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。（
ど

ち
ら
か
に
○
）

単身世帯
（ひとり暮らし）

42人

３世代世帯（祖父母と親と子）
20人

２世代世帯
（両親と子）
77人

１世代世帯
（夫婦のみ）
75人

その他 4人

３世代世帯
（母と子（または父と子））21人

無回答
6人

問
４　
あ
な
た
の
家
族
構
成
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
い
ず
れ
か
１
つ
に
○
）

岩泉地区
108人

安家地区
13人

小本地区
47人

小川地区
48人

有芸地区
1人

大川地区
23人

無回答
5人

問
５　
あ
な
た
の
住
ん
で
い
る
地
区
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。（
い
ず
れ
か
１
つ
に
○
）

困ったとき相談したり、
助け合ったりするような
付き合いがある　67人

ほとんど
付き合いは
ない　9人

顔を
合わせれば
挨拶をする
58人

時々、
世間話や
立ち話をする
77人

その他 2人

簡単な
頼みごと
程度なら
相談できる
42人

無回答 1人

問
６　
あ
な
た
は
日
頃
、
ご
近
所
と
の
お
付
き
合
い

が
ど
の
程
度
あ
り
ま
す
か
。（
い
ず
れ
か
１
つ
に
○
）

20歳代 6人30歳代
12人

40歳代
22人

50歳代
31人

60歳代
55人

70歳代
59人

80歳代
54人

無回答 6人

問
２　
あ
な
た
の
年
代
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。（
い

ず
れ
か
１
つ
に
○
）

学生 0人
その他 14人

勤めている
68人

勤めている
（パート）
28人

自営業
27人

主婦
27人 無職

78人

無回答 5人

問
３　
あ
な
た
の
職
業
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。（
い

ず
れ
か
１
つ
に
○
）

　町社会福祉協会議会（以後：本会）では、平成 18 年度より「岩泉町地域福祉活動計画」の
策定を行い、４年ごとに評価、見直しを進め、『町民の皆さんが暮らしやすいまちづくり』ため
事業を進めています。
　９月に実施したこのアンケートは、第 ４次地域福祉活動計画の策定のため、町民の皆さん（20
歳から 80 歳代まで無作為に抽出した 500 人）へ協力をお願いし 2４5 名の方から回答をいただ
きました。ご協力ありがとうございました。
　このアンケート結果をもとにさらに分析を進めながら、本会の基本理念でもある『お互いに
支え合うやさしいまちづくりの実現に向けて』皆さんと一緒に取り組んで行きます。

地域福祉活動計画のアンケート調査結果の報告
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日常の買い物
10人

外出
する時の
交通手段
18人

災害など
緊急時の避難
12人

話し相手がいない
5人

ご飯支度、
部屋の掃除
10人

ゴミ出し
8人 草取り、

庭の掃除
18人

電球交換や
灯油の運搬など
ちょっとしたこと

8人

その他
10人

無回答 4人

できないで困っている
9人

できている
231人

無回答
5人

バス
37人

自家用車
（家族が運転）

69人

タクシー
11人

知人・近隣の方からの
乗り合い支援
11人

三陸鉄道等汽車
9人

自家用車
（自分で運転）

168人

その他 4人

無回答 4人

問
７　
問
４
の
質
問
で
１
と
回
答
さ
れ
た
、
ひ
と
り
暮

ら
し
の
方
に
お
尋
ね
し
ま
す
。
毎
日
暮
ら
し
て
い
く
中

で
何
が
大
変
で
す
か
。（
あ
て
は
ま
る
す
べ
て
に
○
）

問
11　
あ
な
た
は
、
日
常
の
買
い
物
は
普
通
に
で

き
て
い
ま
す
か
。（
ど
ち
ら
か
に
○
）

問
９　
あ
な
た
は
、
病
院
等
に
行
く
場
合
に
ど
の

よ
う
な
交
通
手
段
で
行
き
ま
す
か
。（
あ
て
は
ま
る

す
べ
て
に
○
）

声がけや
挨拶
187人

高齢者や障がいの
ある人への身の回りの手伝い

86人

高齢者や障がいの
ある人などの
外出支援
77人

子どもの預かりや
子育ての相談
46人

見守りや
安否確認
153人

サロン活動
（ご近所で
あつまって

みんなで集う場）
60人

その他 7人
無回答 5人

問
８　
あ
な
た
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
み
ん
な
が

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
住
民
同

士
の
支
え
合
い
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
か
。（
あ
て

は
ま
る
す
べ
て
に
○
）

雪かき
ボランティア
（学生の
参加あり）
153人

傾聴
ボランティア
（話し相手）
65人

送迎
ボランティア

（買い物、通院）
110人

草取り
ボランティア

（学生の参加あり）
86人 ちょっとしたボランティア

（灯油運搬、電球交換、買い物等）
89人

その他 14人 無回答 19人

問
1２　
あ
な
た
は
、
ど
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
か
。（
あ
て
は
ま
る
す
べ

て
に
○
）

利用している
47人

利用していない
189人

利用できない
5人

無回答 5人

問
10　
あ
な
た
は
、
公
的
交
通
機
関
（
バ
ス
等
）
を

普
段
か
ら
利
用
し
て
い
ま
す
か
。（
い
ず
れ
か
１
つ

に
○
）

いわいずみ
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雪かき
ボランティア

（学生の参加あり）
68人

草取りボランティア
（学生の参加あり）42人

傾聴
ボランティア
（話し相手）
41人 送迎

ボランティア
（買い物、通院）

65人

ちょっとしたボランティア
（灯油運搬、電球交換、
買い物等）75人

その他
8人 無回答

73人

知らない
180人

知っている
60人

無回答
5人

問
13　
問
1２
の
中
で
、
参
加
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
内
容
は
何
番
で
す
か
。（
あ
て
は
ま
る
す
べ
て
に

○
）

問
17　
あ
な
た
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
資
金
貸

付
事
業
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

（
ど
ち
ら
か
に
○
）

老後や介護に
関すること
137人

仕事や雇用に
関すること
44人 生活費など経済的なこと

78人

買い物や
通院等の
移動手段に
関すること
41人

育児や子育て、教育に関すること
16人近所の人との関係や

地域に関すること
26人

特にない
32人

自分や
家族の
健康に
関すること
142人

無回答
4人

その他 2人

子ども食堂
20人

子育てサロン
24人

ひとり暮らし
見守り

システム導入
156人学生服のリユース

（リユースとは、お下がりを
利用していただくこと）

24人

若者の
出会いの場の支援

42人
冠婚葬祭に関すること

41人

その他
12人

無回答
36人

問
14　
あ
な
た
は
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
不
安

に
思
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。（
あ
て
は
ま

る
す
べ
て
に
○
）

問
18　
あ
な
た
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
新
し
く
、

ど
ん
な
事
業
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
か
。

（
あ
て
は
ま
る
す
べ
て
に
○
）

友達や
知り合い
75人

職場の上司や仲間
21人

家族や親類
194人

役場相談窓口
15人

社会福祉協議会相談窓口
7人

民生委員児童委員
9人

相談相手はいない
20人

どこに相談すればいいか
わからない
15人

その他 6人

無回答 6人

問
15　
あ
な
た
は
、
日
常
生
活
の
困
り
ご
と
を
誰

に
（
ど
こ
に
）
相
談
し
て
い
ま
す
か
。（
あ
て
は
ま

る
す
べ
て
に
○
）

知らない
159人

知っている
78人

無回答
8人

問
16　
あ
な
た
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
心
配
ご
と

相
談
所
を
開
設
し
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

（
ど
ち
ら
か
に
○
）
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自治会や
こども会活動等
地域行事への参加

110人

草取り、雪かき等、
高齢者に対しての
お手伝いの参加

132人

町や社会福祉協議会で
実施される行事への参加

73人

その他
10人

無回答 31人

頼まれても
協力できない
21人

避難誘導の手伝いはできないが、
情報を知らせることは可能

48人

避難所までの
避難誘導の
お手伝いを
することは
可能
53人

無回答 2人

問
19　
あ
な
た
は
、
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
福
祉

教
育
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
と

思
い
ま
す
か
。（
あ
て
は
ま
る
す
べ
て
に
○
）

問
２4　
問
２２
で
「
知
っ
て
い
る
」
と
回
答
し
た
あ

な
た
は
、
災
害
時
に
ご
近
所
の
要
配
慮
者
に
対
し

ど
の
よ
う
な
支
援
が
可
能
で
す
か
。（
い
ず
れ
か
１

つ
に
○
）

名称は聞いたことはあるが
事業の内容はわからない

81人

知らない
93人

知っている
（１つだけ）
28人

知っている
（２つとも）
41人

無回答 4人

サロン活動への呼びかけ
41人

雪かきの
支援
127人

話し相手（傾聴）
60人

老人クラブ活動の推進
31人

介護保険手続の支援
59人

買い物
の支援
105人

見守り支援、
安否確認
199人

ゴミ出し支援 83人

お掃除支援
51人

無回答
10人

その他 2人

問
２0　
あ
な
た
は
、
判
断
能
力
が
不
十
分
な
高
齢

者
や
障
が
い
者
の
通
帳
預
か
り
等
を
す
る
「
地
域

福
祉
権
利
擁
護
事
業
」
や
財
産
管
理
な
ど
行
う
「
成

年
後
見
制
度
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。（
い
ず
れ
か

１
つ
に
○
）

問
２5　
あ
な
た
の
お
住
い
の
地
域
の
高
齢
者
へ
の

支
援
と
し
て
ど
ん
な
支
援
が
必
要
と
思
い
ま
す
か
。

（
あ
て
は
ま
る
す
べ
て
に
○
）

利用したい
90人

わからない
123人

利用したくない
17人

無回答 15人

問
２1　
今
後
あ
な
た
が
、
判
断
能
力
が
不
十
分
に

な
っ
た
場
合
に
問
２0
に
あ
る
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
い
と
思
い
ま
す
か
。（
い
ず
れ
か
１
つ
に
○
）

知らない
147人

知っている
88人

無回答
10人

問
２２　
あ
な
た
は
、
ご
近
所
に
要
配
慮
者
が
い
る

こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。（
ど
ち
ら
か
に
○
）

必要である
135人

あまり必要でない 4人

わからない 24人

おおいに
必要である
77人

無回答 5人

問
２3　
あ
な
た
は
、
災
害
時
に
備
え
、
日
頃
か
ら

要
配
慮
者
を
支
援
し
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
は
必

要
だ
と
思
い
ま
す
か
。（
い
ず
れ
か
１
つ
に
○
）

いわいずみ
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　令和 4 年度歳末たすけあい運動が 12 月 1 日から 12 月 31 まで全国一斉に展開されます。
今年は「つながり　ささえあう　みんなの地域づくり」をスローガンに当町（中居 健一会長）
でも明るいお正月を迎えるための歳末義援金、子育て世帯への支援を目的とした募金運動を
行います。
　また、この運動には行政連絡員、各地区民生委員及び町社協支部等の
多くの関係者の協力をいただいています。いまだ新型コロナウイルス感
染症の影響により厳しい経済状況が続いていますが、町民の皆さんには
この募金の趣旨をご理解いただきご協力をお願いします。

【問合せ先】　町共同募金委員会事務局　　TEL　22-3400

歳末たすけあい募金運動について

　町民の皆さんからお寄せいただいた会費は今年度の町社協の地域
福祉活動に活用させていただきます。会費の取りまとめにご協力い
ただいた行政連絡員をはじめ関係者の皆さんに感謝いたします。

岩泉町社会福祉協議会会費実績地区別内訳（令和 4 年 8 月 17 日現在）

会費実績額

3,145,000 円

令和 4年度町社協会費にご協力ありがとうございました

行政区 拠出世帯数 金額（円）
1 松 橋 23 23,000
2 二 升 石 84 84,000
3 尼 額 ９6 ９6,000
4 西 上 町 7９ 7９,000
5 東 上 町 141 141,000
6 中 町 28 28,000
7 下 町（ 岩 泉 ） 61 61,000
8 三 本 松 83 83,000
９ 東 三 本 松（1) 82 82,000

10 東 三 本 松（2) 84 84,000
11 上 の 山 76 76,000
12 向 町 4９ 4９,000
13 惣 畑 70 70,000
14 上 沢 廻 64 64,000
15 下 沢 廻 46 46,000
16 南 沢 廻 52 52,000
17 小 屋 敷 8 8,000
18 本 田 8 8,000
1９ 夏 節 6 6,000
20 沢 中 13 13,000
21 下 岩 泉 55 55,000
22 鼠 入 川 15 15,000
23 月 出 11 11,000
24 森 山 16 16,000
25 鼠 入 13 13,000
26 甲 地 7 7,000
27 乙 茂 3９ 3９,000
28 猿 沢 13 13,000
2９ 中 倉 11 11,000
30 浅 内 41 41,000
31 栗 畑 12 12,000
32 大 沢 11 11,000

岩 泉 地 区 合 計 1,397 1,397,000
36 国 境 35 35,000
37 見 内 川 43 43,000
38 浅 不 動 13 13,000
3９ 浅 不 動（ 大 沢 分 ） 4 4,000
40 中 沢 70 70,000

行政区 拠出世帯数 金額（円）
41 中 瀬 14 14,000
42 三 田 貝 32 32,000
43 南 沢 4 4,000
44 名 目 入 64 64,000
45 門 町 8９ 8９,000
46 救 沢 2９ 2９,000
47 石 畑 81 81,000
48 谷 内 向 12 12,000
4９ 穴 沢 51 51,000
50 田 山 6 6,000
51 袰 綿 103 103,000
52 一 ツ 苗 代 51 51,000
53 権 現 8 8,000

小 川 地 区 合 計 709 709,000
54 大 渡 5 5,000
55 平 井 2 2,000
56 宇 津 野 5 5,000
57 伏 屋 10 10,000
58 扇 の 沢 2 2,000
5９ 下 町（ 大 川 ） 18 18,000
60 本 町 20 20,000
61 日 蔭（ 大 川 ） 22 22,000
62 大 広 23 23,000
63 長 田 15 15,000
64 種 倉 6 6,000
65 館 沢 口 11 11,000
66 外 山 10 10,000
67 中 居 村 25 25,000
68 外 椀 23 23,000
6９ 唐 地 20 20,000
70 滝 の 上 2 2,000
71 櫃 取 2 2,000
72 川 代 11 11,000
 大 川 地 区 合 計 ２3２ ２3２,000

73 小 成 34 34,000
74 茂 師 28 28,000
75 中野二（小本駅前 ) 64 64,000
76 小 本 地 区 40 40,000

行政区 拠出世帯数 金額（円）
78 中野二（町営住宅小本団地） 27 27,000
7９ 中 野 一 31 31,000
80 中 野 二 86 86,000
81 中 島 24 24,000
82 岸 18 18,000
83 卒 郡 17 17,000
84 中 里 35 35,000
85 袰 野 一 ９ ９,000
86 袰 野 二 22 22,000
87 清 水 野 36 36,000
88 高 松 21 21,000
8９ 大 牛 内 17 17,000
９0 豊 岡 14 14,000
 小 本 地 区 合 計 5２3 5２3,000

９1 坂 本 18 18,000
９2 折 壁 4 4,000
９3 大 平 22 22,000
９4 松 ヶ 沢 1９ 1９,000
９5 日 向 62 62,000
９6 日 蔭（ 安 家 ） 34 34,000
９7 半 城 子 10 10,000
９8 川 口 5 5,000
９９ 茂 井 7 7,000

100 年 々 11 11,000
101 高 須 賀 10 10,000
102 江 川 13 13,000

安 家 地 区 合 計 ２15 ２15,000
103 水 堀 4 4,000
104 上 有 芸 12 12,000
105 新 町 5 5,000
106 下 有 芸 7 7,000
107 田 茂 宿 10 10,000
108 肘 葛 7 7,000
10９ 栃 の 木 16 16,000
110 皆 の 川 8 8,000

有 芸 地 区 合 計 69 69,000
小 計 3,145 3,145,000
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いわいずみ

いわいずみ社協からのお知らせ

information
町の福祉

マークの見方

情報 助成・支援 イベント

福祉 ボランティア その他

１　事業実施期間　　令和 5 年 4 月 1 日から令和 6 年 3 月 31 日まで
２　�助成対象団体　　 地域の福祉向上を目的に活動する県内のボランティア・NPO 団体

や、町内会・自治会等の任意の住民グループ 
３　助　��成　��額　　1 万円から 20 万円まで　※県内全体の助成枠 400 万円
４　�助成対象経費　　 ⑴ 　高齢者、障がい児・者、幼児・児童、その他住民を対象に行う地

域での福祉活動に直接使用する機器・用具、備品の購入経費
　　　　　　　　　　 ⑵ 　地域で福祉活動を行う団体の活動拠点の立ち上げに必要な機器 

等の購入経費
５　応募受付期間　　令和 4 年 12 月 15 日まで
【問合せ先】　町共同募金委員会事務局　　TEL　22-3400

　宮古・山田・岩泉・田野畑地域を対象として 4 月に新しく宮古圏域成年後見センターが宮
古市社会福祉協議会内に開所しました。成年後見センターでは、制度の活用が必要と思われ
る方が、早期に本人の状況にあった適切な支援が受けられることができるよう各地域におい
て様々な機関との連携ネットワークをつくるための中心的役割を担っています。今後、認知
症・障がい等の有無に関係なく、一人ひとりが尊厳のあるその人らしい生活を継続できるよ
う、ご本人にとってふさわしい支援を、日常生活自立支援事業と一体的に考えていきます。

【問合せ先】　宮古圏域成年後見センター　　　TEL　01９3-64-5051
　　　　　　町社会福祉協議会　　　　　　　TEL　22-3400
　　　　　　岩泉町地域包括支援センター　　TEL　22-2111

赤い羽根共同募金「令和 ５年度福祉のまちづくり支援事業」
助成事業募集について

宮古圏域成年後見センターが開所しました

日常生活自立支援事業
（愛称：あんしんねっと）

本人との契約による利用

専門員とお住いの地域の方が
生活支援員としてサポートします

●福祉サービスの利用手続きや
　書類の確認など
●日常的な生活費の管理

成年後見制度
（法定後見）

家庭裁判所に申立てすること
による利用 = 法的に支援

家庭裁判所より決められた後見人
（弁護士、社会福祉士、司法書士、親族等）

が支援します

● 施設入所契約、医療契約、介護
契約など［身上監護］

● 不動産の処分、遺産分割、売買
契約の締結など［財産管理］

併用可能

補助 保佐 成年後見
判断能力に欠ける著しく不十分

判断能力の状況
権利擁護支援（本人を中心として、一体的に支援します）

不十分

本人

意思決定支援 権利侵害の回復
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2022 年 12 月 1 日　　No.118

１　募集職種（1）臨時介護員（2）登録ヘルパー（3）放課後児童クラブ児童支援員
　　※登録ヘルパーについては、介護職員初任者研修以上の資格を取得している方
２　給与・勤務条件等　　本会規程によります
３　申込方法　　下記書類を揃えて提出ください
　　（1）申込書（所定の申込用紙が町社会福祉協議会窓口にあります）
　　（2）履歴書
　　（3）資格証の写し
　　（4）紹介状（職業安定所経由の場合）
４　募集人数　　若干名
５　選考方法　　書類審査・面接により決定

編集・発行
社会福祉法人�岩泉町社会福祉協議会

〒 0２7-0501　岩泉町岩泉字森の越 4 番地 14（ふれあい交流福祉館内）

TEL　0194–22–3400　FAX　0194–31–1033

居宅介護支援（ケアマネジャー） TEL 22－2431
訪問介護（ヘルパー）、訪問入浴 TEL 22－3318
岩泉通所（どんぐり苑） TEL 22－5632
小川通所（いきいきホームこがわ） TEL 39－1015
大川通所（サンパワーおおかわ） TEL 26－2007
いずみの里 TEL 31－1234
さくらほうむ TEL 22－2221
いわいずみ放課後児童クラブ TEL 22－2860
おもと放課後児童クラブ TEL 28－2777
心配ごと相談所 TEL 31－1065

URL　　http://iwaizumi-shakyo.or.jp
E-mail　info@iwaizumi-shakyo.or.jp

月　日 行事名
    1２ 月 1 日（木） 歳末たすけあい募金運動開始
 2 月 17 日（木） 第 4 回町社協監事会
 3 月 2 日（木） 第 3 回町社協正副会長会議
 3 月 9 日（木） 第 3 回町社協理事会
 3 月 17 日（金） 第 ２ 回町社協評議員会

※日程が変更になる場合があります

い わ い ず み 福 祉 カ レ ン ダ ー

町社協の事業について、随時ホームページで
更新しています。ご確認ください。

お知らせ

岩泉町社協 検索

ご寄附ありがとうございました
�寄附金�　町の福祉に活用させていただきます
大道芸者 岩上　敏一　様（門）　 30,000 円　（地域福祉事業へ）
気仙ボケ一座　様（大船渡市） 　 50,000 円　（地域福祉事業へ）
�寄附物品�　町の福祉に活用させていただきます
株式会社 JEC プリンス 21　様（岩泉）
　　　　　　　　　　　　　　　お菓子（放課後児童クラブへ）
佐々木　サメ　様（大川）　　　   お手玉（大川通所介護事業所へ）
匿名（浅内）　　　　　　　　　   車いす１台（福祉用具貸与事業へ）

【問合せ先】町社会福祉協議会　TEL　22-3400

都合に合わせた働き方
勤務時間は柔軟に対応します

スキルアップを応援します
資格取得の費用など「やる気」を応援

未経験者歓迎します
職場研修も充実、丁寧にサポートします

町社協臨時職員を募集します

地域の役に立ちたい想いが活動の原動
力と話す岩上敏一さん（写真左）

私たちと一緒に
働きませんか

028505-01[1-8].indd   12 2022/11/22   10:21




